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地表面、基礎ｺﾝｸﾘ-ﾄや砕石等
以深、粘土混じり礫質土状
φ2～10cm大の礫を混入する

盛
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灰

緩
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砂質粘土状で腐植物を混入旧表土 暗灰 軟

海砂で細砂～粗砂主体
シルト分を少量混入する
下部付近、小礫を混入する
循環泥水、少量の逸水有り
孔壁は崩れやすい
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微細砂主体でシルト分を混入
貝殻片を多く混入する
下部､φ2cm大以下の礫を混入
全体的にル－ズ状となる
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火山砕屑物に相当
比較的、均質な土相で凝灰質
所々に小礫を少量混入する
全体に粘性が有り
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質
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火山砕屑物に相当
細砂～中砂主体
全体に粘土分を多く混入
含水比が非常に高い
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非
常
に
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細砂～粗砂主体で粒子不均一
所々にφ2cm大以下の礫を混入
若干、粘土分を混入する
所々で孔壁は崩れやすい
掘削時、少量の逸水有り

礫
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基質は粘土～粗砂主体
二次堆積物マサ土状が見られる
礫種は花崗岩礫を主とし、亜角
～亜円レキ状の礫で硬質となる
全体にφ1～5cm大の礫を混入
所々、粘土分を薄く挟む
循環泥水では、少量の逸水有り
下部、密実となる傾向を示す
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泥岩(シルト岩)は軟岩質の岩盤
風化が進み、岩質劣化する
所々、粘土化している
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化
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灰

固
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細粒～粗粒砂岩状の軟岩質岩盤
風化を受け、岩質劣化する
全体に泥質を含有する
上部、粘性化している
掘削感触より殆ど亀裂面はない
GL-22m以深、全体的に締まる傾
向を示している
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全体的に安定した岩盤となる風化泥岩青灰 固結
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